






































要約 

1.食事場面における母子コミュニケーション 

(1)食事場面で子どもが食べ物を口に入れた回数のうち,積極的に食べようとして自分から

口を開ける回数は,母親による方が保育者による場合よりも多い。 

(2)子どもと介助する大人との間を行き来する食事中のスプンの運びは,単に食べ物を運ぶ

だけではなく,子どもからのサインやタイミングあるいは間のとり方など,大事なコミュニ

ケーションの意味をもつ象徴的なやりとりである。 

(3)食事場面における子どもへの働きかけについては,介助する大人のおかれている立場や

気持ちの余裕の有無などによって,その対応の特徴が「会話を楽しむ」傾向にあらわれたり,

反対に「食べることの促し」に現れたりする。 

(4)食事場面での母子の相互交渉は,2 者関係だけではなく,子どもの周囲にいる人数や,接

触の頻度によって左右される。 

(5)子どもの「遊び食べ」には,周囲とひとの対応の仕方が深くかかわっていて,食事が次第

に社会的な意味合いを持ちはじめる一ステップではないかと,興味を持たせてくれる。 

2.食行動の発達と問題食行動の検討 

(1)「咀嚼」の問題が発生する時期は 8 ヵ月頃であり,2 歳 4 ヶ月で消失している。問題の

ある子どもの母親は,“噛む,飲み込む”ことを教えていない,食事中無理強いする,子ども

の世話は仕方ないなどの養育態度がみられる。 

(2)「偏食」の問題が発生する時期は 1歳頃であり4歳まで続いている。これらの子どもの

母親は嫌いなものを強制したり,子どもとの接触の少ない傾向がみられる。 

(3)「遊び食べ」は 3歳頃からみられる。これらの子どもの母親は食事中の励ましや手助け

をし,交際範囲が広い。 

3.幼児期にみられる食行動と養育機能との関連 

(1)食事上の問題について全く訴えのない者は 22%である。 

(2)訴えの項目は,「遊び食い」「むら食い」「偏食」の順である。 

(3)主訴のない者は意欲的,積極性,表情は生き生き,食生活リズムは安定している。 

(4)主訴 4種以上の者は,消極的,情緒不安定,食生活リズムも不安定である。 

(5)母親の養育態度については,主訴のない者は育児に全く不安や迷いがなく,ゆったりし

た気持ちで子どもに接している。4種以上もつ者の母親は,子どもの甘えや要求に応じる割

合いが高い。 

4.保健所における摂食行動項目の検討 

保健所の 3 歳児健診時にアンケート調査を実施し,子どもの食行動と母親の対応が確認で



きる項目の検索を行った。 

(1)3 歳児は食習慣の発達する時期であり,母親の対応が重要な時期である。 

(2)子どもの食行動のうち「遊び食べ」に母親の対応が関連しており,母親の対応のうち,

“食事の時の挨拶をする"かどうかに子どもの食行動が関連している。 


